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平
成
18
年
第
６
回
定
例
会
は
、
９
月
６
日
か
ら
27
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
報
告
３
件
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
４
件
、
条
例
改
正
、
平
成
18
年
度
補
正

予
算
、
旧
６
市
町
村
の
平
成
17
年
度
打
ち
切
り
決
算
及
び
新
市
決
算
等
80
件
が
上
程
さ
れ
、

人
事
案
件
を
除
く
議
案
は
各
所
管
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
旧
北
橘

村
の
ば
ん
ど
う
の
湯
関
連
議
案
13
件
を
継
続
審
査
と
し
、
ほ
か
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
最
終
日
に
提
案
さ
れ
た
「
旧
渋
川
市
の
町
名
表
示
に
関

す
る
請
願
」
は
採
択
、
議
員
提
出
議
案
２
件
「
監
査
請
求
に
関
す
る
決
議
」
と
「
調
査
事
務

（
百
条
委
員
会
設
置
）
に
関
す
る
決
議
」
は
い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

質
疑
集
中

北
橘
温
泉
「
ば
ん
ど
う
の
湯
」

平
成
18
年
第
４
回
定
例
会
市

民
経
済
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、

18
年
度
の
北
橘
温
泉
ば
ん
ど
う

の
湯
事
業
の
審
査
で
過
年
度
の

回
数
券
販
売
額
と
回
数
券
に
よ

る
入
館
者
数
に
整
合
性
が
な
い

と
の
指
摘
が
あ
り
、
市
の
調
査

で
も
回
数
券
利
用
、
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
に
よ
る
入
館
者
数
に
１

万
数
千
人
の
開
き
が
あ
り
原
因

究
明
中
。
ま
た
、
回
数
券
２
８

１
４
冊
、
８
１
５
万
３
０
０
０

円
分
が
行
方
不
明
（
盗
難
に
よ

る
回
数
券
の
使
用
の
可
能
性
）

等
々
の
調
査
報
告
書
が
質
疑
の

な
か
で
配
ら
れ
ま
し
た
。　（
市
民

経
済
常
任
委
員
会
に
は
配
付
済

み
）
決
算
審
議
の
質
疑
で
調
査

報
告
書
の
信
ぴ
ょ
う
性
を
問
わ

れ
、
市
側
は
報
告
書
に
間
違
い

な
い
。
10
月
中
に
最
終
的
な
調

査
報
告
を
議
会
に
提
出
す
る
旨

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

国
に
よ
る
健
康
保
険
法
等
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
出
産
一
時

金
の
支
給
基
準
額
が
見
直
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
い
て

も
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
を
行
い
、
出
産
一
時
金

の
支
給
額
を
従
来
の
33
万
円
か

ら
36
万
円
に
引
き
上
げ
る
も
の

で
す
。

18
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

は
、
１
億
５
５
８
３
万
５
０
０

０
円
を
追
加
し
、
総
額
３
４
３

億
５
６
８
３
万
５
０
０
０
円
と

な
り
ま
し
た
。
歳
入
は
国
・
県

支
出
金
、
繰
入
金
、
前
年
度
繰

越
金
等
で
す
。
主
な
支
出
は
、

旧
北
橘
村
役
場
解
体
工
事
、
国

保
会
計
へ
の
繰
出
金
、
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
、

小
規
模
土
地
改
良
事
業
、
市
内

全
般
道
路
維
持
・
補
修
事
業
、

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
耐
震
化

優
先
調
査
実
施
事
業
等
で
す
。

特
別
会
計
の
補
正
は
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
が
５
億
１

５
６
２
万
円
の
追
加
で
、
主
な

支
出
は
出
産
育
児
一
時
金
事
業
、

国
保
共
同
事
業
へ
の
拠
出
金
、

国
保
基
金
へ
の
積
立
等
で
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計
は
５
８
０

５
万
円
の
追
加
で
、
介
護
に
係

わ
る
地
域
支
援
事
業
の
た
め
の

繰
出
金
等
で
す
。
農
産
物
直
売

所
特
別
会
計
は
５
９
６
万
円
の

追
加
。
下
水
道
事
業
特
別
会
計

は
８
４
７
万
円
の
追
加
。
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
は
３
３
７

７
万
円
の
追
加
で
、
赤
城
地
区

の
水
道
管
敷
設
替
え
で
す
。

質
疑

過
去
の
取
崩
し
の
穴
埋

め
に
国
保
会
計
に
入
れ
る
の
は

二
重
の
条
例
違
反
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。

答
弁

取
崩
し
は
住
民
の
要
望

を
く
ん
で
法
律
を
拡
大
解
釈
し

て
事
業
に
充
て
た
も
の
で
す
。

国
保
加
入
者
に
不
便
を
き
た
さ

な
い
よ
う
に
元
に
戻
す
も
の
で

す
。

質
疑

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
へ
の
委
託
は
、
当
初
、
市
の

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
カ
バ
ー

す
る
か
ら
廃
止
す
る
と
し
て
い

た
が
復
活
す
る
理
由
は
。

答
弁

介
護
保
険
か
ら
漏
れ
た

要
支
援
１
、
２
の
特
定
高
齢
者

等
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
対

応
し
き
れ
な
い
部
分
を
お
願
い

し
て
い
く
。

質
疑

地
域
生
活
支
援
事
業
の

具
体
的
内
容
は
。

答
弁

身
体
障
害
者
等
の
自
立

支
援
に
係
わ
る
も
の
で
、
相
談

事
業
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

事
業
、
手
話
通
訳
派
遣
事
業
な

ど
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
お
願
い
す
る
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
４
人

の
任
期
が
平
成
18
年
12
月
31
日

で
満
了
す
る
た
め
、
池
田
元
明

氏　
（
赤
城
町
）、　須
田
と
み
子
氏

（
赤
城
町
）、
�
敏
夫
氏
（
伊
香

保
町
）、
高
橋
良
枝
氏
（
渋
川
）

を
委
員
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

６
市
町
村
の
合
併
に
よ
り　（　
平

成
17
年
４
月
〜
平
成
18
年
２
月

19
日
）
ま
で
の
打

ち
切
り
決
算
並
び

に
合
併
後
３
月
ま

で
の
新
渋
川
市
の

決
算
を
審
議
し
ま

し
た
。

渋
川
市
は
歳
入

合
計
１
４
５
億
１

９
７
万
１
０
０
０

円
、
歳
出
合
計
１

５
２
億
４
４
５
９

万
５
０
０
０
円
で

▲
７
億
４
２
６
２

万
４
０
０
０
円
の

赤
字
。

伊
香
保
町
は
歳

入
合
計
23
億
７
６

７
６
万
円
、
歳
出

合
計
24
億
７
６
５

９
万
７
０
０
０
円

で
▲
９
９
８
３
万
７
０
０
０
円

の
赤
字
。

小
野
上
村
は
歳
入
合
計
14
億

５
３
３
５
万
６
０
０
０
円
、
歳

出
合
計
12
億
７
５
０
４
万
２
０

０
０
０
円
で
１
億
７
８
３
１
万

４
０
０
０
円
の
黒
字
。

子
持
村
は
歳
入
合
計
39
億
６

９
５
７
万
７
０
０
０
円
、
歳
出

合
計
36
億
６
６
０
９
万
円
で
３

億
３
４
８
万
７
０
０
０
円
の
黒

字
。赤

城
村
は
歳
入
合
計
50
億
２

９
８
８
万
円
、
歳
出
合
計
45
億

６
９
１
１
万
８
０
０
０
円
で
４

億
６
０
７
６
万
２
０
０
０
円
の

黒
字
。

北
橘
村
は
歳
入
合
計
32
億
４

８
９
３
万
２
０
０
０
円
、
歳
出

合
計
34
億
１
８
２
５
万
７
０
０

０
円
で
▲
１
億
６
９
３
２
万
５

０
０
０
円
の
赤
字
。

北
橘
村
の
一
般
会
計
決
算
に

つ
い
て
、
市
側
も
ば
ん
ど
う
の

湯
の
調
査
中
で
、
結
果
が
出
な

い
の
に
認
定
は
で
き
な
い
。
引

き
続
き
調
査
が
必
要
と
の
意
見

が
多
数
を
占
め
継
続
審
査
と
な

り
ま
し
た
。

新
渋
川
市
の
２
月
20
日
〜
３

月
の
決
算
は
歳
入
合
計
85
億
６

７
６
万
５
０
０
０
円
、
歳
出
合

計
66
億
５
９
１
５
万
９
０
０
０

円
で
差
引
き
18
億
４
７
６
０
万

６
０
０
０
円
の
黒
字
決
算
で
し

た
。新

渋
川
市
の
決
算
に
つ
い
て

も
ば
ん
ど
う
の
湯
と
関
連
が
あ

る
の
で
調
査
が
必
要
と
継
続
審

査
と
な
り
ま
し
た
。

監
査
委
員
の
指
摘
事
項
は
多

岐
で
、
該
当
審
査
数
１
５
６
１

件
の
う
ち
１
４
０
３
件
を
審
査

し
た
結
果
７
５
９
件
の
指
摘
改

善
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

国
保
基
金
を
不
適
正
利
用
し

た
問
題
や
幼
稚
園
バ
ス
使
用
料

金
の
処
理
や
給
食
費
の
徴
収
方

法
に
つ
い
て
、
ま
た
、
高
額
の

未
収
金
処
理
な
ど
に
つ
い
て
質

疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
旧

６
市
町
村
及
び
新
市
の
60
会
計　

（
別
記
載
参
照
）　
を
審
議
、　
ば
ん

ど
う
の
湯
関
連
の
11
特
別
会
計

を
継
続
審
査
と
し
、
病
院
事
業

会
計
を
含
め
ほ
か
は
原
案
ど
お

り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

監
査
請
求
・
百
条
調
査

き
ん
差
で
可
決

◎
議
員
提
出
に
よ
る
監
査
請
求

に
関
す
る
決
議
を
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。

ば
ん
ど
う
の
湯
に
関
す
る
監

査
を
求
め
る
も
の
で
、
温
泉
開

設
時
か
ら
現
在
ま
で
の
間
、
回

数
券
入
館
者
数
を
は
じ
め
回
数

券
の
管
理
と
招
待
券
の
作
成
枚

数
、
作
成
時
期
等
々
。

【
理
由
】
現
在
、　市
の
調
査
で
も

金
額
に
し
て
８
０
０
万
円
を
超

え
る
回
数
券
が
不
明
と
な
っ
て

い
る
。
市
民
の
負
託
に
応
え
る

た
め
実
態
調
査
が
必
要
と
な
っ

た
。監

査
結
果
の
報
告
期
限
は
、

平
成
18
年
11
月
10
日
。

◎
議
員
提
出
に
よ
る
ば
ん
ど
う

の
湯
の
調
査
に
関
す
る
決
議　（
百

条
委
員
会
の
設
置
）
を
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

一
、
調
査
事
項
は
ば
ん
ど
う
の

湯
の
経
理
事
務

二
、
特
別
委
員
会
の
設
置
（
委

員
30
人
で
構
成
）

【
理
由
】
市
の
調
査
で
も
金
額

に
し
て
８
０
０
万
円
を
超
え
る

回
数
券
が
不
明
な
た
め
、
真
相

解
明
が
議
会
に
求
め
ら
れ
て
い

る
。

﹇
調
査
期
間
﹈
調
査
が
終
了
す

る
ま
で
閉
会
中
も
調
査
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

人
事
案
件

補
正
予
算
関
係

平
成
17
年
度
決
算
関
係

《
一
般
会
計
決
算
》

継 続 審 査
北橘温泉ばんどうの湯関連議案

出
産
育
児
一
時
金
36
万
円
に

北橘温泉ばんどうの湯フロント


